
飯田修平（いいだ・しゅうへい）氏
1946 年東京都生まれ。71 年慶應義塾大学医学部
卒。同大外科学教室肝胆膵外科専攻。79 年医学
博士、85 年練馬総合病院外科医長、91 年より院長、
2000 年慶應義塾大学医学部外科学教室客員教授。
2011 年に練馬総合病院理事長に就任

―
―
練
馬
総
合
病
院
の
沿
革
か
ら
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

当
院
は
練
馬
区
が
板
橋
区
か
ら
独
立
し
て
約
半

年
後
の
１
９
４
８
年
３
月
、
太
平
洋
戦
争
後
の
荒

廃
の
中
、
練
馬
の
地
域
住
民
の
手
に
よ
っ
て
設
立

さ
れ
た
、
名
実
と
も
に
「
地
域
住
民
に
よ
る
、
地

域
住
民
の
た
め
の
、
地
域
の
病
院
」
で
す
。
53
年

に
は
利
用
組
合
出
資
金
を
基
礎
に
「
財
団
法
人
東

京
都
医
療
保
健
協
会
東
京
練
馬
病
院
」
へ
と
発
展

し
、
63
年
に
財
団
法
人
東
京
都
医
療
保
健
協
会
練

馬
総
合
病
院
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
80
年
の
第
１
次
医
療
法
改
正
の
頃
か
ら

病
院
の
経
営
状
況
が
悪
化
し
た
こ
と
で
経
営
改
善

を
図
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
機
に
、
91
年
３
月
、

私
が
院
長
に
就
任
し
て
組
織
改
革
を
始
め
ま
し

た
。「
職
員
が
働
き
た
い
、
働
い
て
良
か
っ
た
、

患
者
さ
ん
が
か
か
り
た
い
、か
か
っ
て
良
か
っ
た
、

と
い
え
る
医
療
を
行
う
」
こ
と
を
理
念
に
病
院
の

組
織
を
再
構
築
し
、
医
療
の
質
の
向
上
に
努
め
た

結
果
、
赤
字
体
質
は
な
く
な
り
、
以
来
堅
実
な
財

練
馬
総
合
病
院 

理
事
長
・
院
長

飯
田
修
平
氏

多次元構造データベースを基盤とした
“機能する”病院情報システムを構築し、
医療の基盤整備と質の向上を推進する
1948年、地域住民主導でオープンした練馬総合病院。
著名な理事長・院長である飯田修平氏がリードして、
総合的質経営と医療の質の向上に努めている。
同院では、2013年 7月、新たに病院情報システムを構築して、
診療情報の２次利用を積極的に進めている。
同院の診療の現況と、新システムの有用性について、
飯田氏をはじめ、同院のキーパーソンにインタビューした。

真
の
〝
公
益
〞
を
追
求
す
る
、

住
民
に
よ
る
、
住
民
の
た
め
の
病
院

練馬総合病院
東京都
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務
体
質
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　

06
年
12
月
に
は
、
地
域
住
民
の
要
望
に
応
え
る

た
め
、
よ
り
大
き
な
〝
器
〞
を
求
め
て
現
在
の
病

院
へ
の
移
転
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
２
年

に
は
、
東
京
都
よ
り
公
益
財
団
法
人
の
認
定
を
受

け
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
公
益
目
的
事
業
に
沿
う
法

人
運
営
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

―
―
診
療
の
特
徴
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

当
院
は
２
２
４
床
と
決
し
て
規
模
は
大
き
く
あ

り
ま
せ
ん
が
、
地
域
医
療
を
支
え
る
べ
く
、
ま
ず
、

24
時
間
３
６
５
日
の
救
急
医
療
体
制
を
整
備
し
て

い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
救
急
車
に

よ
る
搬
送
数
は
年
間
約
３
０
０
０
件
に
達
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
11
の
診
療
科
以
外
に
最
新
の
医
療

機
器
を
備
え
た
創
傷
セ
ン
タ
ー
、
健
康
医
学
セ
ン

タ
ー
、
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
、
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
な

ど
、
専
門
分
野
に
特
化
し
た
セ
ン
タ
ー
を
７
つ
設

け
て
い
る
こ
と
も
特
徴
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
１

日
の
外
来
患
者
数
は
約
５
０
０
名
、
入
院
患
者
数

は
１
８
０
名
で
、平
均
在
院
日
数
は
約
11
日
で
す
。

―
―
病
院
経
営
改
善
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
た
の
で
す
か
。

　

最
大
の
改
善
の
要
点
は
、
医
療
従
事
者
の
意
識

改
革
と
、
医
療
に
お
け
る
関
係
者
と
の
信
頼
の
創

造
で
す
。
意
識
改
革
と
は
、「
医
療
と
は
決
し
て

特
殊
な
も
の
で
は
な
く
、

組
織
経
営
の
面
で
は
、
一

般
の
産
業
や
企
業
と
同
じ

部
分
が
多
い
」
と
考
え
る

こ
と
で
す
。
信
頼
の
創
造

と
は
、「
病
院
で
行
わ
れ
る

業
務
は
全
て
医
療
で
あ
り
、

患
者
を
含
め
、
多
職
種
・

多
部
署
が
信
頼
し
、
連
携

し
て
は
じ
め
て
良
質
な
医

療
が
提
供
で
き
る
」
と
い

う
考
え
方
で
す
。
こ
の
２

大
方
針
の
徹
底
に
よ
り
、

経
営
面
だ
け
で
な
く
、
病

院
内
の
雰
囲
気
も
変
わ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
は
院
長
就
任

以
来
、
企
業
に
お
け
る
品

質
管
理
の
手
法
を
取
り
入

れ
た
総
合
的
質
経
営
（
Ｔ

Ｑ
Ｍ
＝T

otal Q
uality 

M
anagem

ent

）
の
実
践
に
努
め
、
一
般
の
産
業

界
と
も
連
携
し
て
医
療
界
へ
の
Ｔ
Ｑ
Ｍ
の
普
及
・

啓
蒙
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
96
年
か
ら
は
、

医
療
の
質
向
上
活
動
（
Ｍ
Ｑ
Ｉ
＝M

edical 
Q
uality Im

provem
ent

）
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
医
療
の
質
を
高
め
る
た
め
に
、
職
員
が

独
自
に
行
う
業
務
改
善
活
動
で
、
こ
の
活
動
で
得

ら
れ
た
成
果
は
病
院
の
業
務
に
反
映
し
、
病
院
全

体
の
医
療
の
標
準
化
と
質
の
向
上
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。

―
―
練
馬
総
合
病
院
は
Ｉ
Ｔ
黎
明
期
か
ら
医
療
の

Ｉ
Ｔ
化
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
情
報
管
理
を
重
視

す
る
理
由
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

医
療
に
関
す
る
情
報
を
適
切
に
管
理
し
、
活
用

す
る
こ
と
は
、
医
療
の
質
向
上
に
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
総
合
的
質
経
営
を
目
指
す
中
で
、
情
報
基
盤

を
構
築
す
る
こ
と
は
、
医
療
の
質
を
高
め
、
安
全

を
確
保
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

情
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
業
務
の

現
状
把
握
と
整
理
が
可
能
と
な
り
、
結
果
と
し
て

情
報
の
共
有
と
標
準
化
を
実
現
し
、
業
務
革
新
が

実
行
さ
れ
る
の
で
す
。

　

当
院
で
は
90
年
の
医
事
シ
ス
テ
ム
導
入
を
手
始

め
に
、
各
種
部
門
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
当
時
の
シ
ス
テ
ム
は
不
十
分
な
も

の
で
、
よ
う
や
く
５
〜
10
年
前
頃
か
ら
蓄
積
し
た

情
報
を
活
用
で
き
る
レ
ベ
ル
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
単
に
情
報
技
術
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
世

の
中
の
仕
組
み
自
体
が
や
っ
と
情
報
を
活
用
す
る

基
盤
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
報
を
管
理
・
活
用
す
る
た
め
に

院
内
の
組
織
も
整
備
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
新
設
部
署
と
し
て
、
企
画
情
報
推
進
室
・
医

療
情
報
管
理
室
・
質
保
証
室
の
３
部
署
を
設
置
し

ま
し
た
。
企
画
情
報
推
進
室
は
、
組
織
横
断
的
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構

築
・
運
用
や
Ｍ
Ｑ
Ｉ
活
動
の
推
進
な
ど
非
定
型
業

務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
医
療
情
報
管
理
室
は
、

Ｄ
Ｐ
Ｃ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
や
が
ん
登
録
な
ど
、医
事・

会
計
・
人
事
情
報
だ
け
で
は
な
い
医
療
情
報
を
管

理
、
有
効
活
用
す
る
た
め
の
部
署
で
す
。
質
保
証

室
は
、
総
合
的
質
経
営
の
基
盤
整
備
、
内
部
顧
客

の
支
援
や
外
部
顧
客
の
要
求
項
目
の
把
握
と
対

応
、
研
究
事
業
の
支
援
な
ど
、
包
括
的
な
質
保
証

業
務
を
行
う
部
署
で
す
。
こ
れ
ら
は
院
長
直
轄
部

署
と
し
て
緊
密
に
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
情
報
を

最
大
活
用
し
て
い
ま
す
。

―
―
２
０
１
３
年
７
月
に
新
し
い
病
院
情
報
シ
ス

テ
ム
を
構
築
・
稼
働
を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
シ
ス
テ
ム
更
新
の
概
要
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

当
院
で
は
、
20
年
前
の
情
報
シ
ス
テ
ム
導
入
時

よ
り
、
デ
ー
タ
を
経
営
に
２
次
利
用
す
る
こ
と
を

す
で
に
考
え
て
い
ま
し
た
。
シ
ス
テ
ム
に
蓄
積
さ

れ
た
デ
ー
タ
は
膨
大
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
情
報
を

分
析
す
る
に
は
、
当
然
、
Ｄ
Ｗ
Ｈ
が
不
可
欠
で
す
。

し
か
し
、
03
年
の
電
子
カ
ル
テ
導
入
当
時
は
、
高

機
能
な
Ｄ
Ｗ
Ｈ
を
開
発
す
る
た
め
の
予
算
も
技
術

外来で病院情報システム「med@CRESC」を操作する副院長の井上 聡氏。システム画面のインター
フェース改善が目下の課題

「C
aché

」ベ
ー
ス
の
情
報
シ
ス
テ
ム
で

デ
ー
タ
の
２
次
利
用
を
推
進

総
合
的
質
経
営

（
＝
Ｔ
Ｑ
Ｍ
）を
実
践
す
る
た
め
に
は

Ｉ
Ｔ
化
に
よ
る
情
報
管
理
が
不
可
欠
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も
不
足
し
て
い
た
た
め
、
満
足
の
い
く
も
の
は
作

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
し
て
時
を
経
て
、
２
０
１
１
年
に
多
次
元
構

造
を
持
つ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｄ
Ｂ
）
エ
ン
ジ
ン

「Caché

（
キ
ャ
シ
ェ
）」
を
知
り
、
こ
の
Ｄ
Ｂ
構

造
で
あ
れ
ば
、
私
た
ち
の
求
め
る
Ｄ
Ｗ
Ｈ
を
構
築

で
き
る
と
考
え
、
そ
の
導
入
を
決
め
ま
し
た
。

―
―
「C

aché

（
キ
ャ
シ
ェ
）」
の
ど
こ
を
評
価

さ
れ
た
の
で
す
か
。

　

ま
ず
、
多
次
元
構
造
で
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
の

結
果
、
格
納
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
を
自
由
に
扱
う

こ
と
が
で
き
、
デ
ー
タ
抽
出
や
解
析
を
よ
り
短
時

間
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
従
来
の
２
次
元
構

造
型
Ｄ
Ｂ
で
は
不
可
能
な
こ
と
で
す
。

　

当
院
で
は
ま
ず
、
11
年
に
イ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム

ズ
社
の
医
療
向
け
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
「Ensem

ble

」
と
「Caché

」
を
採

用
し
た
Ｄ
Ｗ
Ｈ
「CI-A

」
を
導
入
し
、
運
用
を
開

始
し
ま
し
た
。
こ
の
Ｄ
Ｗ
Ｈ
は
、
す
ぐ
に
病
院
運

営
や
研
究
支
援
に
非
常
に
役
立
つ
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。
同
じ
発
想
で
、
次
期
電
子
カ
ル
テ
に
つ

い
て
も
、「Caché

」
ベ
ー
ス
の
電
子
カ
ル
テ
を
採

用
し
、
デ
ー
タ
移
行
と
、
そ
の
後
の
利
活
用
を
柔

軟
に
行
え
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、

シ
ス
テ
ム
更
新
時
は
、
旧
電
子
カ
ル
テ
の
デ
ー
タ

を
す
べ
て
Ｄ
Ｗ
Ｈ
に
取
り
込
ん
で
お
く
こ
と
で
、

新
電
子
カ
ル
テ
に
容
易
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
余
分
な
費
用
も
手
間
も
か
か
ら
ず
に

デ
ー
タ
移
行
を
完
了
で
き
た
こ
と
は
、
デ
ー
タ
移

行
に
苦
慮
し
て
い
る
病
院
が
多
い
中
、
画
期
的
な

こ
と
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
、
シ
ス
テ
ム
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
お
考
え
で
す
か
。

　

自
由
に
デ
ー
タ
を
活
用
で
き
る
環
境
が
整
い
、

薬
剤
の
糖
尿
病
患
者
へ
の
効
果
判
定
や
、
地
域
医

療
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
、
臨
床
や
研

究
に
役
立
つ
情
報
シ
ス
テ
ム
が
構
築
で
き
た
と
実

感
し
て
い
ま
す
。
特
に
研
究
に
役
立
つ
シ
ス
テ
ム

で
す
か
ら
、
医
師
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
や
、

優
れ
た
医
師
の
採
用
な
ど
に
も
貢
献
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

公
益
財
団
法
人
移
行
に
伴
い
、「
医
療
の
質
向

上
研
究
所
」
を
設
置
し
ま
し
た
が
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
法
人
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
積
極
的
に

進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

―
―
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
開
発
に
お
け
る
課
題
は

何
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
、
多
く
の
病
院
で
使
用
さ
れ
て
い
る
情
報

シ
ス
テ
ム
は
、
開
発
者
側
の
発
想
で
開
発
さ
れ
た

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
た
め
、
な
か
な
か
病
院
側
が
納

得
・
満
足
す
る
シ
ス
テ
ム
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
も
継
続
し
た
質
の
向
上
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
は
開
発
側
・
病
院

側
の
共
通
認
識
と
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
両
者
の

考
え
方
を
ど
の
よ
う
に
摺
り
合
わ
せ
る
か
が
鍵
と

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

システムに依存せず、データを利活用できる仕組みを構築。新
システム移行の前年、Caché ベースのDWH「CI-A」を導入。
新旧電子カルテ間でのデータ移行に関する手間を不要とし、ス
ムーズかつ低コストでのシステム更新を達成した

サ
ー
バ
室
。大
規
模
な
停
電
等
以
外
で
の
シ
ス
テ
ム
ダ
ウ
ン
は
な
く
、

安
定
し
た
シ
ス
テ
ム
稼
働
を
実
現
し
て
い
る

練馬総合病院の新病院情報システム
ム ズかつ低コストでのシステム更新を達成した
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小
谷
野
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
も
と
も
と
03
年
の
電
子
カ
ル
テ
導
入
時
か
ら
、

デ
ー
タ
の
２
次
利
用
を
目
的
と
し
た
シ
ス
テ
ム
構

築
の
構
想
は
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
何
度
も
検
討

を
重
ね
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
は
当
院
の
要
件
を

満
た
し
て
く
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
見
当
た
ら
ず
、
導

入
が
延
び
延
び
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

当
院
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
求
め
る
基
本
機
能

は
、
ひ
と
言
で
い
う
と
『
膨
大
な
量
の
デ
ー
タ
か

ら
の
迅
速
な
情
報
検
索
、
使
用
目
的
に
合
わ
せ
た

柔
軟
で
簡
便
な
情
報
の
抽
出
』
で
す
。
あ
る
時

『Caché

』
と
出
会
い
、
こ
れ
こ
そ
が
当
院
が
探
し

い
こ
と
か
ら
、
新
し
い
電
子
カ
ル
テ
に
は
必
然
的

に
そ
の
打
開
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

を
実
現
し
て
く
れ
る
ツ
ー
ル
が
『Caché

』
だ
っ

た
の
で
す
」（
野
村
氏
）

　
「Caché

」
を
採
用
し
た
電
子
カ
ル
テ
へ
の
移
行

に
伴
い
、
練
馬
総
合
病
院
は
Ｈ
Ｉ
Ｓ
を
全
面
的
に

再
構
築
し
て
い
る
。
例
え
ば
更
新
以
前
は
、
ク
リ

ニ
カ
ル
パ
ス
や
バ
リ
ア
ン
ス
レ
ポ
ー
ト
な
ど
は

FileM
aker

で
作
成
し
、
電
子
カ
ル
テ
と
連
携
し

て
運
用
し
て
い
た
。
新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
そ
れ
ら

の
機
能
を
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
へ
段
階
的
に
移

行
・
統
合
し
、FileM

aker

は
問
診
表
や
紹
介
状
、

診
断
書
な
ど
、
主
に
書
類
関
係
の
フ
ァ
イ
ル
シ
ス

テ
ム
と
し
て
の
み
活
用
す
る
方
式
が
採
ら
れ
て
い

る
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｓ
再
構
築
の
効
果
と
「Caché

」
が
果
た

す
役
割
に
つ
い
て
、
質
保
証
室
の
小
谷
野
圭
子
氏

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
例
え
ば
、
以
前
の
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
で
は
医
師

が
各
自
で
オ
ー
ダ
を
入
力
し
て
お
り
、
そ
の
作
業

に
か
な
り
時
間
を
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
パ
ス
の

機
能
が
電
子
カ
ル
テ
に
組
み
込
ま
れ
た
新
シ
ス
テ

ム
で
は
、
一
括
オ
ー
ダ
し
た
上
で
の
記
録
や
デ
ー

タ
抽
出
が
で
き
、
し
か
も
そ
の
作
業
を
電
子
カ
ル

テ
上
で
全
て
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き

い
で
す
ね
。

　

私
個
人
と
し
て
は
、『Caché

』
は
作
業
時
間
短

縮
に
貢
献
し
、
電
子
カ
ル
テ
へ
の
機
能
集
約
の
効

果
、
デ
ー
タ
活
用
の
可
能
性
を
さ
ら
に
高
め
て
く

れ
る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い
ま
す
」

　

新
し
い
Ｈ
Ｉ
Ｓ
で
は
診
療
録
か
ら
医
事
会
計

デ
ー
タ
、イ
ン
シ
デ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
に
至
る
ま
で
、

院
内
で
発
生
す
る
全
て
の
情
報
を
Ｄ
Ｗ
Ｈ
で
一
元

管
理
し
て
い
る
。Ｄ
Ｗ
Ｈ
導
入
の
経
緯
に
つ
い
て
、

「Ensem
ble

」
と
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
指
向
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
エ
ン
ジ
ン
「Caché

」
を
採
用
し
た
Ｄ
Ｗ

Ｈ
を
構
築
。
ま
た
、「Caché

」
を
採
用
し
た
電
子

カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
「m

ed@
CRESC

（
メ
デ
ィ
カ

ル
・
ク
レ
ス
、
デ
ー
タ
キ
ュ
ー
ブ
社
）」
を
13
年

７
月
に
稼
働
さ
せ
て
い
る
。
電
子
カ
ル
テ
更
新
の

経
緯
に
つ
い
て
、
企
画
情
報
推
進
室
主
任
の
野
村

繁
之
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
Ｄ
Ｗ
Ｈ
が
Ｈ
Ｉ
Ｓ
担
当
部
署
だ
け
で
は
な
く
臨

床
現
場
に
お
い
て
も
好
評
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

『Caché

』
は
当
初
か
ら
次
期
シ
ス
テ
ム
に
求
め
る

要
件
候
補
の
１
つ
で
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、『Caché

』
を
採
用
し
て
い
る
３

社
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
コ
ン
ペ
に
残

し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
共
同
開
発
の
期
待
を

抱
か
せ
て
く
れ
た
ベ
ン
ダ
を
選
択
す
る
に
至
っ
た

の
で
す
」

　
「Caché

」
の
特
長
の
１
つ
は
、
複
雑
か
つ
大
量

の
デ
ー
タ
の
高
速
処
理
が
可
能
な
点
に
あ
り
、
多

次
元
構
造
で
の
デ
ー
タ
格
納
と
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
ア

ク
セ
ス
に
よ
っ
て
、
複
雑
か
つ
多
様
な
医
療
の
膨

大
な
デ
ー
タ
を
高
速
で
処
理
で
き
る
。
一
方
で
、

リ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
の
よ
う
な
２
次
元
デ
ー
タ
と
の

構
造
上
の
違
い
に
よ
り
、
経
年
が
も
た
ら
す
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
劣
化
が
少
な
い
こ
と
も
特
長
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

「
当
院
で
は
Ｈ
Ｉ
Ｓ
の
構
築
に
い
く
つ
か
の
決
め

事
が
あ
り
、
情
報
利
活
用
に
つ
い
て
は
応
答
性
や

操
作
性
、
柔
軟
性
な
ど
を
重
視
し
ま
す
。
以
前
の

電
子
カ
ル
テ
は
ベ
ン
ダ
と
共
同
で
作
り
込
ん
だ
結

果
、
操
作
性
に
関
し
て
は
優
れ
た
シ
ス
テ
ム
に
仕

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
他
の
項
目
は
経
年
と
と
も
に
性
能

が
陳
腐
化
し
、
現
状
以
上
の
進
展
も
期
待
で
き
な

　

練
馬
総
合
病
院
は
「
情
報
が
医
療
を
支
え
る
」

と
い
う
飯
田
修
平
院
長
の
方
針
の
下
、
か
ね
て
か

ら
Ｈ
Ｉ
Ｓ
の
構
築
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
１
９
９
０
年
の
医
事
シ
ス
テ
ム
導
入
を
皮
切

り
に
、
２
０
０
３
年
に
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
。
11

年
に
は
イ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ
社
の
医
療
向
け
イ

ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

デ
ー
タ
キ
ュ
ー
ブ
社
の
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
「m

ed@
C
R
E
SC

」

の
カ
ル
テ
画
面
。「C

aché

」
を
ベ
ー
ス
にE

nsem
ble

と
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
り
、
各
部
門
シ
ス
テ
ム
と
の
円
滑
な
接
続
と
高
速
デ
ー

タ
処
理
が
可
能
で
あ
る
ほ
か
、D

W
H

「C
I-A

」
を
構
築
、
デ
ー
タ

の
２
次
利
用
を
実
現
し
て
い
る
。

「Cachéベースによるシステム化で、病院の要
望を高次元に達成できるシステムとなった」
と話す企画情報推進室主任の野村繁之氏

「質管理のためのデータ抽出やその解析に
Cachéは大いに役立っている」と話す質保証室
の小谷野圭子氏

練
馬
総
合
病
院

企
画
情
報
推
進
室 
主
任

野
村
繁
之
氏

質
保
証
室 

主
任

小
谷
野
圭
子
氏
に
聞
く

I
n

t
e

r
v

i
e

w
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求
め
て
い
た
機
能
と
感
じ
て
院
長
に
報
告
し
、
院

内
協
議
の
上
、
採
用
す
る
に
至
っ
た
の
で
す
」

　

小
谷
野
氏
に
よ
る
と
、
Ｄ
Ｗ
Ｈ
に
蓄
積
さ
れ
た

情
報
利
活
用
の
対
象
は
「
約
８
割
が
医
師
の
研
究

支
援
」
で
あ
る
と
い
う
。
現
在
は
患
者
の
個
人
情

報
保
護
を
最
優
先
し
て
、
医
師
か
ら
提
出
さ
れ
た

依
頼
書
に
院
長
が
目
を
通
し
、
承
認
の
上
、
質
保

証
室
が
デ
ー
タ
の
抽
出
を
一
括
し
て
担
う
と
い
う

形
で
の
研
究
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

臨
床
研
究
目
的
の
デ
ー
タ
抽
出
の
容
易
性
に
つ

い
て
、
小
谷
野
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
薬
剤
投
与
に
よ
る
患
者
の
経
過
デ
ー
タ
な
ど
を

収
集
す
る
際
、
Ｄ
Ｗ
Ｈ
導
入
前
は
カ
ル
テ
１
件
１

件
を
閲
覧
し
て
情
報
を
引
き
出
す
作
業
が
必
要
で

し
た
が
、
現
在
は
数
百
人
分
を
一
括
し
て
す
ぐ
に

抽
出
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
『Caché

』
を
採
用
し

――臨床医の立場から、電子カル
テ更新についての所感をお聞かせ
ください。
　DWHに格納しておいた更新前の
電子カルテの診療データをスムー
ズに新しい電子カルテに移行でき、
更新直後から過去の診療録が新カ
ルテで閲覧できたことがありがた
かったですね。診療データの移行
は、同じベンダの電子カルテ間で
もうまくいかないケースがあると
いう話も聞いています。当院には
医事会計や画像など基幹となる部
門システムを筆頭に、約40のシス

――地域医療連携の経緯について、
お聞かせください。
　私が内視鏡センターのセンター
長を兼務する関係もあり、下部消
化管の内視鏡検査から周辺施設と
の連携を始めたことが、連携進展
のきっかけです。予約当日に検査
を実施し、その日のうちに結果を
報告するという迅速な検査体制が
ニーズに合っていたようで、依頼
件数は年々増え続けています。始
めた翌年の検査件数は2499件、そ
の次の年には3230件、近々の
2012年には約4700件にまで伸び

テムが存在していますが、それら
のシステムの情報を電子カルテで
はなくDWHで一元管理すること
のメリットを、特にデータ移行時
に実感しました。システム更新の
際のコスト面においても、この方
式は理想的ではないかと考えます。
――「Caché」を採用した電子カル
テへの移行により、臨床に変化は
ありましたか。
　「Caché」に関しては日常の診療
業務よりも、研究目的のデータ収集
により大きな期待を抱いています。
膨大な量のデータを利用してのリ

ました。この進展を受けて、イン
ターネットを介した画像のリアル
タイム提供や検査のオンライン予
約の必要性を感じ、院長と相談の
上、12年3月に「練馬医療連携ネッ
トワーク」をスタートさせています。
――ネットワークを使った地域医療
連携の概要についてお伺いします。
　検査のオンライン予約に関して
は下部消化管の内視鏡検査から始
め、現在はＣＴやＭＲＩ、超音波
装置など当院における検査のほと
んどがＷｅｂ上で24時間予約でき
ます。また、外来診療も枠を作っ

サーチの容易さという点で、有用性
を発揮してくれると思うのです。
　当院では、まだ医師がＤＷＨに
アクセスして研究用のデータを収
集する権限は一部にしか与えられ
ていませんが、いずれ解禁となっ
たとしたら、「Caché」の高速アク
セス性能がデータ収集を効果的に
支援してくれるはずです。ただし
その際、留意しなければならない
課題が残っているのも確かですね。
――どのような課題なのでしょうか。
　当院だけの課題ではないのです
が、収集したデータの信憑性にはど
うしても疑問が残るということです。
あるまとまったデータを得るために
キーワードで一括検索した際、同じ
病気や薬剤でも記入の仕方が違っ
ていたら同時に検索できませんし、
人為的ミスによる記入漏れが発生
している恐れもあります。やはり
入力の標準化や記入漏れのない仕
組みを作らないと、医師が安心し
てデータを収集、利用するのは難し
いのではないかと考えています。

てオンラインで予約できます。ネッ
ト環境のない診療所もあるので、
予約はオンライン以外に、電話と
ファクスでも対応しています。
　診療情報に関しては、患者さん
の同意のもと画像だけではなく過
去の内視鏡検査や採血、処方履歴
やレポートなども、診療所側で閲
覧できるようになっています。
――「Caché」を採用した電子カル
テの導入は、地域連携に変化をも
たらしましたか。
　今年始まったデータ、保全目的
の連携システムでは、保存するデー
タ形式の多様化というメリットが
あるようですが、患者情報共有の
連携システムにおいては、まだ直
接的な恩恵は感じていません。
　ただし臨床医の立場では、
「Caché」の高速アクセス性能や画
像保存・閲覧の際の柔軟性などは
たいへん有用です。ゆえにまずは
院内での利活用をしっかり確立し
てから、応用の方法を考えていく
のが得策ではないかと考えます。

練馬総合病院 副院長
／創傷センター長

井上 聡氏に聞く
同院副院長で創傷センター長を
兼務する井上 聡氏に、
臨床医の立場から新情報システム
への期待と課題について
インタビューした。

I n t e r v i e w

いのうえ　そう

練馬総合病院 内視鏡センター長
／地域連携室長

栗原直人氏に聞く
地域医療連携システム構築に
携わった同院内視鏡センター長
／地域連携室長の栗原直人氏に、
地域医療連携システムの
概要を聞いた。

I n t e r v i e w

くりはら　なおと
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練
馬
総
合
病
院
で
は
、
13
年
３
月
に
病
院
や
診

療
所
、
調
剤
薬
局
な
ど
を
対
象
と
し
た
災
害
対
策

と
し
て
の
デ
ー
タ
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
「
練

馬
医
療
情
報
保
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
発
足
さ
せ
、

そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
も
「Caché

」
を
採
用
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
平
時
は
診
療
所
や
薬
局
毎
に

デ
ー
タ
を
区
分
し
て
保
管
し
、
災
害
時
の
み
区
分

を
取
り
払
っ
て
各
施
設
が
相
互
に
情
報
を
参
照
で

き
る
よ
う
に
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
な
お
、
施

設
毎
の
区
分
解
放
の
権
限
は
、
院
長
も
し
く
は
そ

の
代
行
者
の
み
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

野
村
氏
は
「Caché

」
を
採
用
し
た
Ｈ
Ｉ
Ｓ
の

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「『
こ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
ほ
し
い
』
と
い

う
院
内
の
要
望
は
、
マ
ス
タ
設
定
の
変
更
で
対
応

で
き
る
も
の
を
含
め
る
と
５
０
０
以
上
も
挙
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。『Caché

』
が
そ
う
し
た
要
望
の

具
現
化
に
貢
献
す
る
こ
と
も
、
新
し
い
電
子
カ
ル

テ
の
要
件
と
し
て
評
価
さ
れ
た
理
由
の
１
つ
で
あ

る
の
は
確
か
で
す
。

　

多
次
元
構
造
の『Caché

』は
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
拡
張
に
容
易
に
対
応
で
き
ま
す
か
ら
、
そ
の

特
性
を
生
か
し
て
、
な
る
べ
く
多
く
の
要
望
に
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

た
Ｄ
Ｗ
Ｈ
な
ら
で
は
の
利
便
性
で
す
ね
」

　
「Caché

」
を
採
用
し
た
電
子
カ
ル
テ
導
入
後
、

Ｄ
Ｗ
Ｈ
と
電
子
カ
ル
テ
の
親
和
性
が
高
ま
り
、
よ

り
臨
床
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
幅
広
い
デ
ー
タ
抽

出
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
、
質
保
証
室
へ
の
依

頼
件
数
は
日
増
し
に
増
え
て
き
て
い
る
。「
将
来

的
に
は
医
師
だ
け
で
は
な
く
、
薬
剤
師
や
看
護
師

の
研
究
も
支
援
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
育
て
上
げ
た

い
」
と
小
谷
野
氏
は
話
す
。

　

野
村
氏
は
Ｈ
Ｉ
Ｓ
の
運
用
を
管
理
す
る
立
場
か

ら
、「Caché

」
を
採
用
し
た
Ｄ
Ｗ
Ｈ
の
有
用
性
に

つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
各
部
門
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
参
照
用
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
と
し
て
の
活
用
が
可
能
に
な
っ
た
点
に
も
、
導

入
と
運
用
の
意
義
を
感
じ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

企
画
情
報
推
進
室
が
管
理
す
るFileM

aker

を

使
っ
た
同
意
書
や
診
断
書
な
ど
の
書
類
を
作
成
す

る
際
、
Ｄ
Ｗ
Ｈ
か
ら
情
報
を
い
と
も
簡
単
に
引
き

出
せ
ま
す
。

　

そ
の
際
、『Caché

』
ベ
ー
ス
の
設
計
で
あ
れ
ば
、

Ｄ
Ｗ
Ｈ
に
蓄
積
す
る
デ
ー
タ
量
が
膨
大
に
な
っ
て

も
検
索
速
度
が
落
ち
る
可
能
性
が
少
な
い
の
で
、

長
期
に
わ
た
っ
て
有
用
性
を
発
揮
し
続
け
て
く
れ

る
は
ず
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

公益財団法人東京都医療保健協会

練馬総合病院
練馬総合病院は「職員が働きたい、
働いてよかった、患者さんがかかり
たい、かかってよかった、地域が在っ
てほしい、あるので安心、といえる
医療を行う」ことを経営理念に掲げ
ている。1991 年に院長に就任した
飯田修平氏を先頭に、医師も含めた
全職員を対象とする人事考課制度の
導入や医療の質向上活動（MQI 活
動）、「医療における信頼の創造」活
動を展開。2012 年には、東京都よ
り公益財団法人の認定を受け、“公益
とは何か”、“公益法人は何をしなけ
ればならないか”、“公益法人として
の存在意義は何か”を常に考え、こ
れまで以上に公益目的事業に沿う法
人運営を目指している。

住　所：東京都練馬区旭丘 1-24-1
URL：
http://www.nerima-hosp.or.jp/

――看護部では新しい電子カルテをどのよう
に使われていますか。
山縣氏　現在は、更新に伴い、今後の看護
システムのあり方を検討している段階です。
主任クラスでは看護記録、例えば一括入力で
きるマスタをどういう形で設定すればよいのか
等について協議しています。また師長クラス
では管理面、ベッドコントロールを電子カル
テ上で管理する仕組みなどを検討しています。
　その他、タブレット端末の活用について現
状の３点認証だけではなく、今後は看護記録
の入力にも対応してほしいといった要望を、
看護部として提出しています。

――看護部では現在、マスタ作りを行う上で、
どのような工夫をされていますか。
渡邊氏　看護介入項目と観察項目を、全国
で標準化された形式にできるだけ合わせた
形での統一化を目指しています。
　具体的には、看護介入項目と観察項目を
4階層に分類し、標準化した上でそれぞれの
項目に付随する記述については制限を設け
て自由入力にするなど、使いやすいマスタ作
りを検討中です。
――看護部では今後、どのようなデータを看
護に生かしたいとお考えですか。
山縣氏　1例として、褥瘡発生に関するデー

タから褥瘡対策に関する看護介入を見直し
ていけるようにしたいと考えています。また、
看護必要度のデータを活用して看護師配置
を決定している医療機関がありますので、そ
うした前例を参考にしながら、当院の看護
方針に合ったデータ収集を提案して活用して
いきたいと考えます。
渡邊氏　最終的には、看護計画を立てた時
点で実施計画に反映されるようなシステム作
りを目指しています。そのデータ集積から、
どのような看護介入を必要とする患者さんが
多いのかを分析し、それを看護計画の立案に役
立てる方向に持っていきたいと考えています。

副看護部長

山縣みどり氏
主任

渡邊輝子氏に聞く
「Caché」ベースの電子カルテ「med@CRESC」の
運用の現状と、データの２次利用について、
同院看護部の山縣みどり副看護部長と、
渡邊輝子主任にインタビューした。山縣みどり氏 渡邊輝子氏

I n t e r v i e w

やまがた わたなべ　てるこ

練馬総合病院　看護部


	9J-SI11_008
	9J-SI11_009
	9J-SI11_010
	9J-SI11_011
	9J-SI11_012
	9J-SI11_013

